
 

 

 

県政世論調査（これからの環境保全の方向性について）の結果について 

 

 

愛知県では、県民生活に関わりの深い県政の各分野について、県民の関心や意向、要望

等を把握し、今後の県政運営の基礎資料とするために県政世論調査を実施しています。 
今年度は３回実施しており、第３回において「これからの環境保全の方向性について」

調査を実施しました（第３回では、「県の広報広聴活動について」など、全５項目について

調査）。 
なお、調査結果の詳細は、愛知県のウェブページ（※）及び各県民生活プラザで閲覧で

きます。 
※ http://www.pref.aichi.jp/0000000110.html 

 

 

 

１ 調査対象及び回答者数等 

調 査 対 象  愛知県内に居住する２０歳以上の男女 ３，０００人 
抽出・調査方法  層化二段無作為抽出法・郵送法 
調 査 期 間  平成２６年１１月１日から１１月２０日まで 
回 答 者 数  １，４４３人（回収率 ４８．１％） 

 
 
２ 回答項目 
（１）現在、関心のある環境問題 

（２）環境問題に関心を持つようになったきっかけ 

（３）将来の世代に良好な地球環境を引き継ぐために県が最も取り組むべき課題 

（４）良好な地球環境を引き継ぐための課題を解決するために県が力を入れるべき施策 

（５）日常生活で行っている環境にやさしい行動 

（６）環境にやさしい行動を県民に浸透させるために県が力を入れるべき施策 
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